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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 2,547 △3.4 △682 ― △701 ― △870 ―

22年３月期第１四半期 2,637 0.1 △692 ― △711 ― △436 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △129.75
 

―

22年３月期第１四半期 △65.09 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 25,572 12,878 50.4 1,919.38

22年３月期 25,323 13,829 54.6 2,061.13

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 12,878百万円 22年３月期 13,829百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 0.00 ― 12.00 12.00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,250 0.7 △100 ― △140 ― △473 ― △70.49

通期 13,700 0.6 885 56.2 795 59.6 50 △68.4 7.45

934
test



 

 
 (注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理

の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  －社 (社名) －        、 除外  －社 (社名) －

 (注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

 (注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 6,710,000株 22年３月期 6,710,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 100株 22年３月期 100株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 6,709,900株 22年３月期１Ｑ 6,709,900株

(※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示)

(※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項)
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当第１四半期におけるわが国経済は、政府の景気刺激策と外需に支えられて自動車、液晶、素材など

の産業を中心に回復基調を保っておりますが、欧州金融の不安要素もあり、本格的な設備投資はまだま

だ先という状況であります。また、個人消費も依然として停滞しております。 

 学習塾・予備校業界におきましては、子ども手当の支給などのプラス要因はありますが、７年連続で

全国の市場規模が縮小しており、先行き不安は拭えない状況であります。こうした経営環境の下、かつ

てない規模での企業統合、業務提携などＭ＆Ａが進んできております。 

 当社の小中学部におきましては、提供する教育サービスの質をより一層高めていくことを基本として

おります。さらに変化した市場において、既存事業の新しい教育サービス及び新しい販売方法の開発に

力を尽くしてまいりました。高校部におきましては、当社独自の“遠隔ライブ授業”をより一層拡充

し、全国一流レベルの授業を提供する体制を整えてまいりました。また、その他の教育事業における個

別指導部門、on lineによる映像動画配信事業も着実に生徒増を進めております。 

 この結果、小中学部におきましては、ほぼ予定通りの生徒数を確保しており、売上高は、1,916百万

円となりました。高校部におきましては、予算を少し下回る生徒数で推移しており、売上高は572百万

円となりました。その他の教育事業におきましては、59百万円となりました。 

 営業費用におきましては、前期に引き続き、遠隔ライブ授業の拡充、水道光熱費管理などによる売上

原価の抑制、費用対効果を考慮した上での広告宣伝費等の抑制を継続してまいりました。また、新設校

の開校も２校舎に抑えたため、初期投資費用も減少いたしました。そのため、季節的変動要因はあるも

のの、営業損失、経常損失は前年同四半期と比べ若干改善いたしました。しかしながら、四半期純利益

については、当第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計第18号 平

成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日)の適用に伴う特別損失を計上したことにより、前年同四半期を下回る結果となりまし

た。 

 以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は2,547百万円(前年同四半期は

2,637百万円)、営業損失は682百万円(前年同四半期は営業損失692百万円)、経常損失は701百万円(前年

同四半期は経常損失711百万円)、四半期純損失は870百万円(前年同四半期は四半期純損失436百万円)と

なりました。 

 なお、季節的変動要因として、当社グループの生徒数は小中学部・高校部ともに夏期講習・冬期講習

等の講習会に参加した一般生が、本科授業の２学期が開始される９月、３学期が開始される１月に入学

するため、第２四半期以降に増加することとなります。一方、営業費用につきましては、人件費・賃借

料等が毎月固定的に発生いたします。従って、第１四半期の収益性は第２四半期以降に比べて低くなり

ます。 

  

(資産) 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて24百万円増加し、2,416百万円となりました。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて224百万円増加し、23,155百万円となりました。これは、校

舎の新設及び「資産除去債務に関する会計基準」等の適用により有形固定資産が360百万円増加したこ

となどによります。 

 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて248百万円増加し、25,572百万円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

㈱秀英予備校　(4678)　平成23年３月期第１四半期決算短信

2



(負債) 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて417百万円増加し、8,220百万円となりました。これは、短期

借入金が512百万円増加したこと、その他において夏季賞与の未払い計上等により363百万円増加したこ

となどによります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて782百万円増加し、4,473百万円となりました。これは、「資

産除去債務に関する会計基準」等の適用により、資産除去債務が637百万円発生したことなどによりま

す。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて1,199百万円増加し、12,693百万円となりまし

た。 

(純資産) 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて951百万円減少し、12,878百万円となりました。 

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の54.6％から50.4％となりました。 

  

当業界は市場規模が一層縮小し、厳しい経営環境が継続しております。かつてない規模での業界再編

成、大淘汰の時代が予想されるところとなっています。こうした状況下、当社におきましては、校舎の

新設を既存エリアの２校舎に抑制しております。そして、展開しているそれぞれのマーケット単位に適

した、新しい教育サービス及び新しい販売方法の確立に努めております。 

 連結業績予想につきましては、当第１四半期における業績はほぼ予想通り推移しており、現段階では

平成22年５月12日に公表いたしました連結業績予想の変更はありません。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日)を適用しております。 

 これにより営業損失及び経常損失は９百万円、税金等調整前四半期純損失は320百万円それぞれ増加

しております。また、当会計基準の適用開始による資産除去債務の変動額は624百万円です。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 929,427 997,184

受取手形及び売掛金 135,487 291,458

商品 169,118 176,889

貯蔵品 29,208 29,683

繰延税金資産 415,108 172,654

その他 739,755 727,390

貸倒引当金 △1,300 △2,496

流動資産合計 2,416,806 2,392,764

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,376,266 7,976,493

土地 5,399,929 5,399,929

その他（純額） 965,430 1,004,618

有形固定資産合計 14,741,626 14,381,040

無形固定資産

のれん 77,009 85,260

その他 197,992 213,441

無形固定資産合計 275,001 298,701

投資その他の資産

繰延税金資産 152,013 237,744

敷金及び保証金 6,960,695 6,863,304

その他 1,283,550 1,407,760

貸倒引当金 △257,119 △257,657

投資その他の資産合計 8,139,139 8,251,151

固定資産合計 23,155,767 22,930,893

資産合計 25,572,573 25,323,657

負債の部

流動負債

短期借入金 4,963,000 4,451,000

1年内返済予定の長期借入金 835,816 780,946

未払金 579,519 636,708

未払法人税等 29,167 350,015

未払消費税等 34,567 132,274

前受金 1,024,065 897,390

賞与引当金 99,656 253,219

役員賞与引当金 － 10,000

その他 654,622 290,883

流動負債合計 8,220,416 7,802,438
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

固定負債

長期借入金 1,927,291 1,849,425

退職給付引当金 595,145 568,305

役員退職慰労引当金 613,071 605,786

資産除去債務 637,380 －

その他 700,368 667,721

固定負債合計 4,473,257 3,691,238

負債合計 12,693,673 11,493,677

純資産の部

株主資本

資本金 2,089,400 2,089,400

資本剰余金 1,944,380 1,944,380

利益剰余金 8,845,180 9,796,338

自己株式 △60 △60

株主資本合計 12,878,900 13,830,057

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － △77

評価・換算差額等合計 － △77

純資産合計 12,878,900 13,829,980

負債純資産合計 25,572,573 25,323,657
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 2,637,489 2,547,587

売上原価 2,917,755 2,882,529

売上総損失（△） △280,266 △334,941

販売費及び一般管理費 412,579 347,112

営業損失（△） △692,846 △682,053

営業外収益

受取利息 20,443 20,039

受取配当金 － 77

その他 5,332 5,259

営業外収益合計 25,776 25,375

営業外費用

支払利息 44,182 44,835

その他 166 431

営業外費用合計 44,348 45,267

経常損失（△） △711,418 △701,945

特別利益

貸倒引当金戻入額 631 955

保険解約返戻金 45,637 －

特別利益合計 46,268 955

特別損失

固定資産除却損 1,216 3,307

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 310,664

特別損失合計 1,216 313,971

税金等調整前四半期純損失（△） △666,366 △1,014,961

法人税、住民税及び事業税 16,352 12,399

法人税等調整額 △245,928 △156,722

法人税等合計 △229,576 △144,322

四半期純損失（△） △436,789 △870,638
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

当連結グループは、学習塾・予備校として同一セグメントに属する小中学生・高校生・高卒生に対し

て教育サービスを提供しており、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

在外子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

海外売上高がないため、記載を省略しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会及び

経営会議が、経営資源の配分の決定及び業績評価をするために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

 当社は、本社に全社的な統括を行う管理本部を置き、各事業本部において企画等を立案するとともに事

業活動を展開しております。当社は学習指導を行うことを主たる業務として「小中学部」「高校部」「そ

の他の教育事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「小中学部」は小学２年生から中学３年生を対象とし、集団授業での学習・進学指導及び各講習会の実

施等による教育サービスの提供を行っております。「高校部」は高校１年生から３年生及び高卒生を対象

とし、集団授業での学習・進学指導及び各講習会の実施等による教育サービスの提供を行っております。

「その他の教育事業」は個別指導事業、映像動画教育コンテンツの販売事業等を行っております。 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント

小中学部 高校部 その他の教育事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,916,148 572,097 59,342 2,547,587

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 1,591 1,591

計 1,916,148 572,097 60,933 2,549,179

セグメント利益又は損失(△) △ 159,661 △ 179,706 △ 129,528 △ 468,896
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３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 

 
(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △ 468,896

セグメント間取引消去 1,906

のれんの償却額 △ 8,250

全社費用(注) △ 206,812

四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失(△) △ 682,053

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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